
平成 24年度 第 4回 常任理事会 議事録 

 

日 時：平成 24年 8月 4日（土）13時～ 

会 場：ポールスタ―札幌 4階「しゃくなげ」 

出席者：紺屋・渋谷・阿部・大江・須田・黒田 

    酒出・櫻庭・大村・大村 

 

１ 開 会（進行：阿部副理事長） 

   

２ あいさつ 

先週開催の全国実 9 釧路大会、昨日終了の全道中体連小樽大会、大変、ご苦労様でした。常任理事

会後は理事会など開催されるが、本日一日よろしくお願いする。 

               

３ 協議事項 

 （１）第２回理事会について 

   ○本日の協議事項及び報告事項等について確認する。 

    ・理事定数 46名中、出席者 32名、委任 6名、合計 38名で理事会は成立予定である。 

     また、会議後の懇親会は参与 4人を含め 22名出席予定である。 

    ・協議事項及び報告事項に関する資料は、各理事に事前に送付済みであるが、これ以外の報告

等事項は次のとおり。 

     ①第 39回ジュニアキャンプ（一次）開催一覧 

②高校選手権大会北海道代表決定戦の開催時期及び使用施設に関するアンケートの集約結果 

③ＭＲＳ登録状況 

④東日本大震災の平成 24年義援金 

 （２）東日本大震災の義援金について 

   ○次の額を被災 3 県（岩手・宮城・福島）のバレーボール協会へ義援金として送付する。なお、

道協会からの負担額は、慶弔費及び予備費で対応する。 

    ①地区協会及び加盟団体からの送付額  17件・163千円 

    ②北海道協会負担額                77千円 

      ①＋②の合計額              240千円 

     ※3県への義援金送付額 240千円÷3県 ＝  80千円 

（３）その他 

 ①競技人口拡大プロジェクトについて 

  ○今後、それぞれの委員会等で検討することとするが、出された意見等は次のとおりである。 

・ＪＶＡゴールドプラン「Ｖリーグ選手と一緒にバレーボール教室」が本日、旭川市で行わ

れている。また、明日は、公益財団法人北海道体育協会主催「スポトレキッズ inきたえー

る」が北海きたえーるで開催され、Ｖリーグ選手と子供たちがバレーボールに触れる。こ

うした機会が増えていくことを期待する。      



・全国実 9 大会で来られた国内事業本部の斉藤氏から、こうした全国大会で子供たちの参加

も考えてみてはどうかとの提案があった。東日本インカレで行った実績はあるが、試合を

中断して行うため実業団の大会では難しいと考える。来年度は全国クラブカップ 6 人制大

会が開催されるが、可能か検討してみる。 

     ・指導部でも検討しており、大きく分けて「今の選手を減らさない」、「新たな人材を育てる」

ことが必要であるが、そのためには指導者を作ることが重要である。例えば、新たなチー

ムができた場合にはボールを送るとか、指導者の新規資格取得経費の負担軽減などを検討

してはと思うが、そのためのアンケート調査などを考えている。 

     ・対策の一つの手法として、天皇杯・皇后杯道予選の中・高参加料を下げることはどうか。 

    

４ 報告事項 

（１） 日協関係 

   ○平成 25年度の第 4回ヴィンテージ 8大会は、10月 11日（金）～13日（日）の日程で帯広協会

開催が決定した。 

（２）各委員会等 

   ○総務委員会 

    ・ホームページバナー広告（5千円／月で設定・3コマ） 

第 1号：（有）PRIZE CORPORATION（7月 20日から 7 ｶ月間掲載） 

     ・ビーチバレージャパン女子ジュニア選手権 

日程：8月 9日～12日 会場：愛媛県伊予市五色姫浜ビーチコート 

※岩見沢緑陵高校選手 2名が本道から初出場する。 

    ・事務局は 8月 14日（火）～16日（木）の間お休み     

   ○競技委員会 

    ・天皇杯・皇后杯ブロックラウンドの開始時刻変更 競技開始 10時 30分 

※今後、大会要項の内容が変わった場合には大会役員へ伝えるこことする。 

     ・天皇杯・皇后杯ブロック大会参加チームについて 

      ＜男子＞ 東海大学札幌校舎、とわの森三愛高校、東海大学第四高校、札幌大学 

magic、RUBIC CUBE、 nakaichi2001 

※現時点、出場 7チームだが、中学校優勝・準優勝チームは確認中 

      ＜女子＞ 札幌大谷高校、旭川実業高校（山の手高校不参加のため次点繰上） 

           道教大岩見沢校、道都大学、北翔大学 

           ※現時点、出場 5チームだが、中学校優勝・準優勝チームは確認中 

・全日本 9人制実業団男子選手権大会（7月 27日・釧路市）の結果 

  優 勝：中部徳洲会病院（沖縄県）２年連続５回目 

  準優勝：住友電工（大阪府） 

   ○一貫指導委員会 

    ・国体少年男女選手決定 ～詳細は高体連ＨＰに掲載している。 

    ・ＪＯＣ杯関連合宿 11日～13日（芦別市） 



   ○一貫指導委員会指導部 

    ・第 39回ジュニアキャンプ（一次）開催状況 

   ○中体連 

    ・中学校大会結果     ＜男子＞          ＜女子＞ 

            第 1位  札幌厚別北（初優勝）    江別中央（2年連続 3回目） 

            第 2位  江別中央          釧路桜が丘 

            第 3位  白糠、札幌手稲東      室蘭桜陽、札幌大谷 

     ※第 1位及び第 2 位校は、全国大会（8 月 20 日～23日・代々木体育館）に出場する。 

   ○実 連 

    ・櫻田杯の道内開催が、平成 26年 12月 25日～26日（会場：北海きたえーる）で決定した。 

（３）その他 

    ○特になし 

 

５ 閉 会 

【次回常任理事会：9月 27日（木）18:00～／北海きたえーる】 


